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　 同一項目に複数の資料がある場合は、通し番号も記入してください。
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業績を証明する資料の提出方法

① 業績を証明する資料には、右上に資料番号（業績項目番号）を記入してください。

　 また、資料の枚数は各業績１～２枚程度になるよう工夫してください。

　 追加するものも含めた最終版のデータをメール添付で送信してください。

　 印刷した１部を窓口に提出、窓口で内容を確認後、追加する資料等がある場合は

③ １部印刷して、資料番号ごとにクリップ等で留めてください。

② 業績ごとにデータファイルを作成、ファイル名は資料番号で登録して保存してください。

④ クリップで留めた資料を「特に優れた業績の評価項目一覧」の該当評価項目順に並べて

　 査読付きの論文のみが該当します。

※ 論文は、全体の写しではなく「内容の要旨」や、申請者名、掲載年月日、論文題名及び雑誌名等

※ サイズはA４に統一して提出してください。拡大・縮小コピー等をしても構いません。

 　が確認できる「概要」を資料として提出してください。なお、博士課程の方は、（１）B②には

複数枚ある資料は
左端をクリップ等で
留める。
※１枚の場合は

クリップ不要

資料右上に業績項目番号と、項目番号別
に通し番号を記入する。

例：（１）B②学会誌又は学術雑誌への論
文掲載が複数ある場合、
（１）B②-1、（１）B②-2・・・とする。

※ １件しかない場合は、通し番号不要。

クリップ留めした資料を

「特に優れた業績の評価

項目一覧」の項目順・

資料番号順に重ねる。

複数資料を提出する際はクリップの位

置をずらし、重ねた時にクリップ同士が

引っかからないようにする。

必要数（１セット）を

窓口に提出

１部印刷

重ねる

業績優秀者返還免除申請
書（様式１）の資料番号欄に
この番号を記載する。

窓口に提出後、最終版の資料


